
芦屋市の財政指標について（健全化判断比率等） 

 

１ 財政分析指標 

 
(1)「経常収支比率」は、財政構造の弾力化を判断する指標です。一般的に100％を超え

ると経常的な経費が経常的な一般財源収入で賄えていないことを指し、財政が硬直

しているとされています。令和７年度では、歳入において、市税及び地方特例交付

金が減少（分母の減少）するとともに、歳出において、公債費が増加（分子の増加）

したことから、本比率が上昇し、１００％を下回る水準となっており、引き続き慎

重に財政運営していきます。 

 (2)「財政力指数」は、地方団体の財政力を判断する数値として用いられます。普通交

付税の算定に用いる基準財政収入額を基準財政需要額で割った数値の３年間の平均

値です。一般的に１を超えるほど財政力が高いとされますが、標準的な需要と収入

で算定されるため、実際の財政運営の状況を反映しているとは限らないことに注意 

  が必要であり、引き続き慎重な財政運営を行っていきます。 

①「経常収支比率」は、財政構造の弾力化を判断する指標です。 

②「財政力指数」は、地方団体の財政力を判断する数値として用いられます。 

 

２ 地方公共団体の財政の健全化に関する法律による健全化判断比率等の状況 

 

地方公共団体の財政の健全化に資することを目的として、地方公共団体の財政の健全

性に関する比率（以下「健全化判断比率」という。）の公表が平成 19 年度から制度化さ

れ、健全化判断比率が一定以上の場合、早期健全化団体となり、財政健全化計画を策定

し、当該計画について議会の議決を受けることになります。 

令和７年度決算見込値による算定結果と各比率の説明をいたします。なお、基準を超

える比率はありませんでした。 

 

 

 

 

 

   令和５年度 令和６年度 令和７年度 

①経常収支比率（単年度） 94.6% 92.7% 98.4% 

②財政 力指 数（３か年平均） 1.049 1.096 1.090 


















